
（令和５年第１回定例会３月会議） 

 
 
 
 
 

参考資料（議案関係） 
 
 
 





（令和５年第１回定例会３月会議）
【報告第２号  参考資料】
 〇位置図

 〇事故による責任割合

   かつらぎ町  １００％
相手方      ０％

 〇損害賠償の内訳

治療関係費   74,809円

慰謝料     51,600円   計 126,409円

国道２４号

事故発生箇所

インター南口

栗栖交差点相手車
公用車 県道143号線

1



議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和５年第１回定例会３月会議） 総務課　管理係

行おうとするものです。

　かつらぎ町個人情報保護条例の廃止並びにかつらぎ町個人情報の保護に関する法律施

１．議案名

議案第１２号　かつらぎ町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例制
定について

２．背景・経過

　　個人情報の保護に関する法律が改正され、全国的な共通ルールが規定されたことによ

　り、令和５年４月１日より、かつらぎ町個人情報保護条例の廃止並びにかつらぎ町個人

　情報の保護に関する法律施行条例及びかつらぎ町議会の個人情報の保護に関する条例が

　施行されます。

　

３．趣旨・目的

　行条例及びかつらぎ町議会の個人情報の保護に関する条例の制定に伴い、所要の改正を

　また、定義規定を新設し、条文の簡素化と字句の改正を行います。

４．概要

　かつらぎ町情報公開・個人情報保護審査会へ諮問する根拠規定の引用条例等の整備を

行います。

（施行期日：令和５年４月１日）
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か
つ
ら
ぎ
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

-
 
1
 
-
 

（
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
３
月
会
議
）
 

【
議
案
第
１
２
号
 
参

考
資
料
】
 

か
つ

ら
ぎ
町

情
報
公
開

・
個

人
情

報
保
護
審
査

会
条
例
新

旧
対
照

表
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か
つ
ら
ぎ
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

 
○
か
つ
ら
ぎ
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例

 
（
平
成

14
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

55
号
）

 
（
平
成

14
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

55
号
）

 
 

 
(設

置
) 

(設
置

) 
第

1条
 
本
町
に
、
か

つ
ら
ぎ
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査

会
(以

下
「
審
査

会
」
と
い
う
。

)を
置
く
。

 
第

1条
 
本
町
に
、
か
つ
ら
ぎ
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査

会
(以

下
「
審
査

会
」
と
い
う
。

)を
置
く
。

 
(所

掌
事
務

) 
(所

掌
事
務

) 
第

2条
 
審
査
会
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
情
報

公
開
条
例

(平
成

14
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

53
号

。
以
下
「
情
報
公
開
条
例
」
と
い
う
。

)第
13

条
の

2、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す

る
法

律
(平

成
15

年
法

律
第

57
号

。
以

下
「

法
」

と
い

う
。

)第
10

5条
第

3
項
に
お
い

て
準

用
す
る

同
条

第
1項

及
び
か

つ
ら
ぎ

町
議
会
の

個
人

情
報
の

保
護

に
関

す
る

条
例

(令
和

5年
か

つ
ら

ぎ
町
条

例
第

2号
。

以
下

「
議
会

個
人
情

報
保

護
条

例
」

と
い

う
。

)第
45

条
の
規

定
に

よ
る

諮
問
に

応
じ

、
審
査

請
求
に

つ
い

て
調
査
審
議
の
上

、
答
申
し
、
並
び
に
情
報
公
開
条
例
、
か
つ
ら
ぎ
町
個
人
情
報

の
保

護
に

関
す

る
法

律
施

行
条

例
(令

和
4年

か
つ

ら
ぎ

町
条

例
第

28
号

。
以

下

「
個

人
情

報
保

護
法

施
行

条
例

」
と

い
う

。
)及

び
議

会
個

人
情

報
保

護
条

例
の

規
定
に
よ
り
意
見

を
述
べ
、
こ
れ
ら
条
例
の
円
滑
な
運
用
を
図
る
。

 

第
2条

 
審
査
会
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
情
報
公
開
条
例

(平
成

14
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

53
号
。
以
下
「
情
報
公
開
条
例
」
と
い
う
。

)第
13

条
の

2及
び
か
つ
ら
ぎ
町
個
人

情
報
保
護

条
例

(平
成

14
年
か
つ
ら

ぎ
町
条

例
第

54
号
。
以
下

「
個
人

情
報
保

護

条
例
」
と
い
う
。

)第
29

条
の

2の
規
定
に
よ
る
諮
問
に
応
じ
、
審
査
請
求
に
つ
い

て
調
査
審
議
の
う

え
答
申
し
、
並
び
に
情
報
公
開
条
例

及
び
個
人
情
報
保
護
条
例

の
規
定
に
よ
り
意

見
を
述
べ
、
こ
れ
ら
条
例
の
円
滑
な
運
用
を
図
る

と
と
も
に
、

情
報
公
開
制
度
及

び
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
建
議
す
る

。
 

 
(定

義
) 

 
第

3条
 

こ
の

条
例
に

お
い

て
、
次

の
各
号

に
掲
げ
る

用
語
の

意
義
は

、
当
該
各

号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 
 

(1
)  

実
施

機
関

 
情

報
公

開
条
例
第

2条
第

1号
若

し
く

は
個
人

情
報

保
護

法
施

行
条
例

第
2条

第
2項

に
規

定
す
る

実
施

機
関

又
は

議
会
個
人

情
報

保
護

条
例
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か
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ら
ぎ
町
情
報
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・
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情
報
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護
審
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-
 
2
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

第
1条

に
規
定
す
る
議
会
を
い
う
。

 
(2

)  
諮

問
実

施
機

関
 

情
報

公
開

条
例

第
13

条
の

2、
法

第
10

5条
第

3項
に

お

い
て

準
用

す
る

同
条

第
1項

又
は

議
会

個
人

情
報

保
護

条
例

第
45

条
の

規
定

に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
し
た
実
施
機
関
を
い
う
。

 

 

(3
)  

公
文

書
 

情
報

公
開

条
例

第
10

条
第

1項
に

規
定

す
る

開
示

決
定

等
に

係

る
公
文
書

(同
条

例
第

2条
第

2号
に
規
定
す
る
公
文
書
を
い
う
。

)を
い
う
。

 
 

(4
)  

保
有

個
人

情
報

 
法

第
78

条
第

1項
第

4号
、

第
94

条
第

1項
又

は
第

10
2

条
第

1項
に
規
定
す
る
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定
等
に

係
る

保
有

個
人

情
報

(法
第

60
条

第
1項

に
規

定
す

る
保

有
個

人
情

報
を

い

う
。

)及
び
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第

20
条
第

5号
ア
、
第

35
条
第

1項
又
は

第
42

条
第

1項
に
規
定
す
る
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定

等
に

係
る

保
有

個
人

情
報

(同
条

例
第

2条
第

4項
に

規
定

す
る

保
有

個
人

情

報
を
い
う
。

)を
い
う
。

 

 

(組
織

) 
(組

織
) 

第
4条

 
審
査
会
は
、

委
員

5人
以
内
で
組
織
す
る
。

 
第

3条
 
審
査
会
は
、
委
員

5人
以
内
で
組
織
す
る
。

 
2 

委
員
は

、
情
報

公
開

制
度
及
び

個
人
情

報
保

護
制
度
に
関

し
、
識

見
を

有
す
る

者
の
う
ち
か
ら
町

長
が
委
嘱
す
る
。

 
2 

委
員
は

、
情
報

公
開

制
度
及
び

個
人
情

報
保

護
制
度
に
関

し
、
識

見
を

有
す
る

者
の
う
ち
か
ら
町

長
が
委
嘱
す
る
。

 
(任

期
) 

(任
期

) 
第

5条
 
委
員
の
任
期

は
、

3年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任

者
の
残
任
期
間
と

す
る
。

 
第

4条
 
委
員
の
任
期
は
、

3年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任

者
の
残
任
期
間
と

す
る
。

 
2 

委
員
は
、
再
任
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2 

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
(会

長
) 

(会
長

) 
第

6条
 
審
査
会
に
、

会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
こ
れ
を
定
め
る
。

 
第

5条
 
審
査
会
に
、
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
こ
れ
を
定
め
る
。

 
2 

会
長
は
、
会
務
を

総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。

 
2 

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。

 
3 

会
長
に

事
故
が

あ
る

と
き
は
、

あ
ら
か

じ
め

そ
の
指
名
す

る
委
員

が
、

そ
の
職

3 
会
長
に

事
故
が

あ
る

と
き
は
、

あ
ら
か

じ
め

そ
の
指
名
す

る
委
員

が
、

そ
の
職
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か
つ
ら
ぎ
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
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-
 
3
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

務
を
代
理
す
る
。

 
務
を
代
理
す
る
。

 
(会

議
等

) 
(会

議
等

) 
第

7条
 
審
査
会
の
会

議
は
、
必
要
に

応
じ
て
会
長
が
招
集
し
、
そ

の
議
長
と
な
る
。
 
第

6条
 
審
査
会
の
会
議
は
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
招
集
し
、
そ

の
議
長
と
な
る
。
 

2 
審
査
会

の
会
議

は
、

委
員
の
半

数
以
上

の
出

席
が
な
け
れ

ば
、
開

く
こ

と
が
で

き
な
い
。

 
2 

審
査
会

の
会
議

は
、

委
員
の
半

数
以
上

の
出

席
が
な
け
れ

ば
、
開

く
こ

と
が
で

き
な
い
。

 
3 

審
査
会

の
議
事

は
、

出
席
委
員

の
過
半

数
で

決
し
、
可
否

同
数
の

と
き

は
、
議

長
の
決
す
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

 
3 

審
査
会

の
議
事

は
、

出
席
委
員

の
過
半

数
で

決
し
、
可
否

同
数
の

と
き

は
、
議

長
の
決
す
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

 
4 

審
査
会
の
行
う
調

査
審
議
の
手
続
は
、
開
示
し
な
い
。

 
4 

審
査
会
の
行
う
調
査
審
議
の
手
続
は
、
開
示
し
な
い
。

 
(審

査
会
の
調
査
権
限

) 
(審

査
会
の
調
査
権
限

) 
第

8条
 
審

査
会
は

、
必

要
が
あ
る

と
認
め

る
と

き
は
、
諮
問

実
施
機

関
に

対
し
、

公
文
書
又
は
保
有

個
人
情
報
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
何
人
も
、
審
査
会
に
対
し
、
そ
の
提
示
さ
れ
た

公
文
書
又
は
保
有
個
人

情
報
の
開
示
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

第
7条

 
審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
実
施
機
関

(情
報
公
開
条
例

第
2条

第
1号

及
び

個
人

情
報

保
護

条
例

第
2条

第
1号

に
規

定
す

る
実

施
機

関
を

い
う
。
以
下
同
じ
。

)に
対

し
、
情
報
公
開
条
例
第

10
条
第

1項
の
決
定

(以
下
「
公

文
書

開
示

等
決

定
」

と
い

う
。

)若
し

く
は

開
示

請
求

に
係

る
不

作
為

に
係

る
公

文
書
又
は
個
人
情

報
保
護
条
例
第

19
条
第

1項
の
決
定

(以
下
「
個
人
情
報
開
示

等

決
定

」
と

い
う

。
)、

個
人

情
報

保
護

条
例

第
23

条
第

1項
の

決
定

(以
下

「
訂

正

等
決

定
」

と
い

う
。

)、
個

人
情

報
保
護

条
例
第

26
条

に
お

い
て
準

用
す
る

個
人

情
報

保
護

条
例

第
23

条
第

1項
の

決
定

(以
下

「
中

止
等

決
定

」
と

い
う

。
)若

し

く
は

個
人

情
報

保
護

条
例

第
26

条
の

4に
お

い
て

準
用

す
る

個
人

情
報

保
護

条

例
第

23
条

第
1項

の
決

定
(以

下
「

利
用

停
止

決
定

」
と

い
う

。
)若

し
く

は
開

示

請
求
、
停
止
等
請
求
、
中
止
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請

求
に
係
る
不
作
為
に
係

る
個
人
情
報
の
提

示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
何
人

も
、
審
査
会
に
対
し
、
そ
の
提
示
さ
れ
た
公
文
書
の
開
示

及
び
個
人
情
報
の
開
示

を
求
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

 
2 

諮
問
実
施
機
関
は

、
審
査
会
か
ら
前
項
の
規
定

に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と

き
は
、

こ
れ
を
拒
ん
で
は

な
ら
な
い
。

 
2 

実
施
機

関
は
、

審
査

会
か
ら
前

項
の
規

定
に

よ
る
求
め
が

あ
っ
た

と
き

は
、
こ

れ
を
拒
ん
で
は
な

ら
な
い
。

 
3 

審
査
会

は
、
必

要
が

あ
る
と
認

め
る
と

き
は

、
諮
問
実
施

機
関

に
対
し

、
公
文

3 
審
査
会

は
、
必

要
が

あ
る
と
認

め
る
と

き
は

、
実
施
機
関

に
対
し

、
公

文
書
開

5



か
つ
ら
ぎ
町
情
報
公
開
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個
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保
護
審
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会
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-
 
4
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

書
に

記
録

さ
れ

て
い

る
情

報
又

は
保

有
個

人
情

報
に

含
ま

れ
て

い
る

情
報

の
内

容
を

審
査

会
の

指
示

す
る

方
法

に
よ

り
分

類
し

、
又

は
整

理
し

た
資

料
を

作
成

し
、
審
査
会
に
提

出
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

示
等

決
定

若
し

く
は

開
示

請
求

に
係

る
不

作
為

に
係

る
公

文
書

又
は

個
人

情
報

開
示
等
決
定
、
訂
正
等
決
定
、
中
止
等
決
定
若
し
く
は
利

用
停
止
決
定
若
し
く
は

開
示
請
求
、
訂
正
等
請
求
、
中
止
請
求
若
し
く
は
利
用
停

止
請
求
に
係
る
不
作
為

に
係

る
個

人
情

報
に

記
録

さ
れ

て
い

る
情

報
の

内
容

を
審

査
会

の
指

示
す

る
方

法
に
よ
り
分
類
又

は
整
理
し
た

資
料
を
作
成
し
、
審
査
会
に
提
出
す
る
よ
う
求
め

る
こ
と
が
で
き
る

。
 

4 
第

1項
及
び
前
項

に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
審
査
会
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件

に
関

し
、

審
査

請
求

人
、

参
加

人
(行

政
不

服
審

査
法

(平
成

26
年

法
律

第
68

号
)

第
13

条
第

4項
に
規

定
す
る
参
加
人
を
い
う

。
以
下
同
じ
。

)又
は
諮
問
実
施
機
関

(以
下
「
審
査
請
求
人
等
」
と
い
う
。

)に
意
見
書
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
、
適
当
と
認
め
る
者
に
そ
の

知
っ
て
い
る
事
実
を
陳
述
さ
せ
る
こ
と
そ
の
他
必

要
な
調
査
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

4 
第

1項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件

に
関
し
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人

(行
政
不
服
審
査
法
第

13
条
第

4項
に
規
定
す
る

参
加
人
を
い
う
。

以
下
同
じ
。

)又
は
実
施
機
関

(以
下
「
審
査
請
求
人
等
」
と
い

う
。

)に
意

見
書

又
は

資
料

の
提

出
を

求
め

る
こ

と
、

適
当

と
認

め
る

者
に

そ
の

知
っ

て
い

る
事

実
を

陳
述

さ
せ

る
こ

と
そ

の
他

必
要

な
調

査
を

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 
(意

見
の
陳
述

) 
(意

見
の
陳
述

) 
第

9条
 
審

査
会
は

、
審

査
請
求
人

等
か
ら

申
立

て
が
あ
っ
た

と
き

は
、
当

該
審
査

請
求

人
等

に
口

頭
で

意
見

を
述

べ
る

機
会

を
与

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、
審
査
会
が
、

そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

第
8条

 
審

査
会
は

、
審

査
請
求
人

等
か
ら

申
立

て
が
あ
っ
た

と
き

は
、
当

該
審
査

請
求

人
等

に
口

頭
で

意
見

を
述

べ
る

機
会

を
与

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、
審
査
会
が
、

そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 
2 

前
項
本

文
の
場

合
に

お
い
て
、

審
査
請

求
人

又
は
参
加
人

は
、
審

査
会

の
許
可

を
得
て
、
補
佐
人

と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2 

前
項
本

文
の
場

合
に

お
い
て
、

審
査
請

求
人

又
は
参
加
人

は
、
審

査
会

の
許
可

を
得
て
、
補
佐
人

と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
(意

見
書
等
の
提
出

) 
(意

見
書
等
の
提
出

) 
第

10
条

 
審
査
請
求

人
等
は
、
審
査
会
に
対
し
、
意
見
書
又
は
資
料

を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
審
査

会
が
意
見
書
又
は
資
料
を

提
出
す
べ
き
相
当
の
期

間
を
定
め
た
と
き

は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
9条

 
審

査
請
求

人
等

は
、
審
査

会
に
対

し
、

意
見
書
又
は

資
料

を
提
出

す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
意
見
書
又
は
資
料
を

提
出
す
べ
き
相
当
の
期

間
を
定
め
た
と
き

は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 
(提

出
資
料
の
閲
覧
等

) 
(提

出
資
料
の
閲
覧
等

) 
第

11
条

 
審
査
請
求

人
等
は
、
審
査
会
に
対
し
、
審
査
会
に
提
出
さ

れ
た
意
見
書
又

は
資

料
の

閲
覧

(電
磁

的
記

録
に

あ
っ

て
は

、
記

録
さ

れ
た

事
項

を
審

査
会

が
定

め
る

方
法

に
よ

り
表

示
し

た
も

の
の

閲
覧

)又
は

写
し

の
交

付
(当

該
意

見
書

又

第
10

条
 
審
査
請
求
人
等
は
、
審
査
会
に
対
し
、
審
査
会
に
提
出
さ

れ
た
意
見
書
又

は
資

料
の

閲
覧

(電
磁

的
記

録
に

あ
っ

て
は

、
記

録
さ

れ
た

事
項

を
審

査
会

が
定

め
る

方
法

に
よ

り
表

示
し

た
も

の
の

閲
覧

)又
は

写
し

の
交

付
(当

該
意

見
書

又
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か
つ
ら
ぎ
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

-
 
5
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

は
資
料
が
フ
ィ
ル

ム
又
は
電
磁
的
記
録
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
フ
ィ
ル

ム
又
は
電
磁
的
記

録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
含
む
。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

「
閲

覧
等

」
と

い
う

。
)を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合
に
お
い
て
、
審
査
会
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
そ
の
他
正

当
な
理
由
が
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲
覧
等
を
拒
む
こ

と
が
で
き
な
い
。

 

は
資
料
が
フ
ィ
ル

ム
又
は
電
磁
的
記
録
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
フ
ィ
ル

ム
又
は
電
磁
的
記

録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
含
む
。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

「
閲

覧
等

」
と

い
う

。
)を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合
に
お
い
て
、
審
査
会
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
そ
の
他
正

当
な
理
由
が
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲
覧
等
を
拒
む
こ

と
が
で
き
な
い
。

 
2 

審
査
会

は
、
前

項
の

規
定
に
よ

る
閲
覧

等
に

つ
い
て
、
日

時
及
び

場
所

を
指
定

す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
2 

審
査
会

は
、
前

項
の

規
定
に
よ

る
閲
覧

等
に

つ
い
て
、
日

時
及
び

場
所

を
指
定

す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
(答

申
書
の
送
付
等

) 
(答

申
書
の
送
付
等

) 
第

12
条

 
審
査
会
は

、
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
し
た
と
き
は
、
答
申
書
の
写
し
を
審

査
請
求
人
及
び
参

加
人
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
答
申
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の

と
す
る
。

 

第
11

条
 
審
査
会
は
、
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
し
た
と
き
は
、
答
申
書
の
写
し
を
審

査
請
求
人
及
び
参

加
人
に
送
付

す
る
と
と
も
に
、
答
申
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の

と
す
る
。

 
(守

秘
義
務

) 
(守

秘
義
務

) 
第

13
条

 
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を

退
い
た
後
も
、
同

様
と
す
る
。

 
第

12
条
 
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を

退
い
た
後
も
、
同

様
と
す
る
。

 
(庶

務
) 

(庶
務

) 
第

14
条

 
審
査
会
の

庶
務
は
、
総
務
課

に
お
い
て
処
理
す
る
。

 
第

13
条
 
審
査
会
の
庶
務
は
、
総
務
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

 
(規

則
へ
の
委
任

) 
(規

則
へ
の
委
任

) 
第

15
条

 
こ
の
条
例

に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
審
査
会
の
運
営
に
関

し
必
要
な
事
項

は
、
規
則
で
定
め

る
。

 
第

14
条
 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
運
営
に
関

し
必
要
な
事
項

は
、
規
則
で
定
め

る
。

 
 

 
（
附
 
則
 
省
 
略
）

 
（
附
 
則
 
省
 
略
）
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議 案 参 考 資 料

（令和５年第１回定例会３月会議）

　　五級地：１００分の１０　　滋賀県大津市、京都府京都市、大阪府堺市など

　①当該地域における民間の賃金水準を基礎とし、当該地域における物価等を考慮して

　　国家公務員の地域手当の支給地域（規則で定める地域を除く。）に在勤する職員に

（施行期日：令和５年４月１日）

　　二級地：１００分の１６　　東京都調布市、神奈川県横浜市、大阪府大阪市など

　　地域手当を支給します。

　　【地域手当の支給割合と主な地域】

　　一級地：１００分の２０　　東京都特別区

　　四級地：１００分の１２　　三重県鈴鹿市、大阪府豊中市、兵庫県神戸市など

　　六級地：１００分の６　　　大阪府和泉市、奈良県橿原市、和歌山県和歌山市など

　　七級地：１００分の３　　　滋賀県長浜市、兵庫県姫路市、奈良県桜井市など

　②地域手当導入による関係条例の規定を整備します。

　　※規則で定める地域 ・・・ 和歌山県和歌山市及び橋本市

担当課（室）係

総務課　管理係

４．概要

１．議案名

議案第１３号　職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について

２．背景・経過

　地域手当の導入に伴い、所要の改正を行おうとするものです。

３．趣旨・目的

　　デジタル庁へ職員を研修派遣するため、地域における物価等の格差を考慮する必要が

　生じました。

　　三級地：１００分の１５　　愛知県名古屋市、大阪府池田市、兵庫県西宮市など
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職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
-
 
1
 
-
 

（
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
３
月
会
議
）
 

【
議
案
第
１
３
号
 
参

考
資
料
】
 

職
員

の
給
与

等
に
関
す

る
条

例
新

旧
対
照
表

 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

33
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

44
号
）

 
○
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

（
昭
和

33
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

44
号
）

 
 

 
 

 
目
次

 
目
次

 
第

1章
 
総
則

(第
1条

―
第

6条
) 

第
1章

 
総
則

(第
1条

―
第

6条
) 

第
2章

 
給
与

 
第

2章
 
給
与

 
第

1節
 
給
料

(第
7条

―
第

12
条
の

2)
 

第
1節

 
給
料

(第
7条

―
第

12
条
の

2)
 

第
2節

 
手
当

(第
13

条
―
第

20
条
の

6)
 

第
2節

 
手
当

(第
13

条
―
第

20
条
の

5)
 

第
3節

 
補
則

(第
21

条
―
第

25
条

) 
第

3節
 
補
則

(第
21

条
―
第

25
条

) 
第

3章
 
そ
の
他
の

勤
務
条
件

 
第

3章
 
そ
の
他
の
勤
務
条
件

 
第

1節
 
旅
費

(第
26

条
) 

第
1節

 
旅
費

(第
26

条
) 

第
4章

 
雑
則

(第
27

条
) 

第
4章

 
雑
則

(第
27

条
) 

附
則

 
附
則

 
第

1章
 
総
則

 
第

1章
 
総
則

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(勤

務
1時

間
当
た
り
の
給
与
額

) 
(勤

務
1時

間
当
た
り
の
給
与
額

) 
第

6条
 
勤
務

1時
間

当
た
り
の
給
与
額
は
、
給
料
及
び
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額

に
12

を
乗
じ
、
こ
れ
を

1週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
に

52
を
乗
じ
た
も
の
か
ら
規

則
で
定
め
る
時
間

を
減
じ
た
も
の
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

 

第
6条

 
勤
務

1時
間
当
た
り
の
給
与
額
は
、
給
料
月
額
に

12
を
乗
じ
、
こ
れ
を

1週
間

当
た

り
の

勤
務

時
間

に
52

を
乗

じ
た

も
の

か
ら

規
則

で
定

め
る

時
間

を
減

じ

た
も
の
で
除
し
て

得
た
額
と
す
る
。
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職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
-
 
2
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
第

2節
 
手

当
 

第
2節

 
手
当

 
(手

当
) 

(手
当

) 
第

13
条

 
職
員
に
は

給
料
の
ほ
か
に
、
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

従
っ
て
手
当
を

支
給
す
る
。

 
第

13
条
 
職
員
に
は
給
料
の
ほ
か
に
、
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

従
っ
て
手
当
を

支
給
す
る
。

 
2 

前
項
の
手
当
の
種

類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
2 

前
項
の
手
当
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
(1

) 
扶
養
手
当

 
(1

) 
扶
養
手
当

 
(2

) 
特
殊
勤
務
手
当

 
(2

) 
特
殊
勤
務

手
当

 
(3

) 
超
過
勤
務
手
当

 
(3

) 
超
過
勤
務

手
当

 
(4

) 
宿
日
直
手
当

 
(4

) 
宿
日
直
手

当
 

(5
) 

休
日
勤
務
手
当

 
(5

) 
休
日
勤
務

手
当

 
(6

) 
期
末
手
当

 
(6

) 
期
末
手
当

 
(7

) 
勤
勉
手
当

 
(7

) 
勤
勉
手
当

 
(8

) 
退
職
手
当

 
(8

) 
退
職
手
当

 
(9

) 
通
勤
手
当

 
(9

) 
通
勤
手
当

 
(1

0)
 
管
理
職
手
当

 
(1

0)
 
管
理
職
手
当

 
(1

1)
 
住
居
手
当

 
(1

1)
 
住
居
手
当

 
(1

2)
 
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

 
(1

2)
 
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

 
(1

3)
 
地
域
手
当

 
 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
-
 
3
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

(期
末
手
当

) 
(期

末
手
当

) 
第

18
条

 
(略

) 
第

18
条
 

(略
) 

2・
3 

(略
) 

2・
3 

(略
) 

4 
第

2項
の

期
末
手

当
基
礎

額
は

、
そ

れ
ぞ
れ

そ
の
基

準
日

現
在

(退
職
し

、
又

は

死
亡

し
た

職
員

に
あ

っ
て

は
、

退
職

し
、

又
は

死
亡

し
た

日
現

在
)に

お
い

て
、

職
員

が
受

け
る

べ
き

給
料

及
び

扶
養

手
当

の
月

額
並

び
に

こ
れ

ら
に

対
す

る
地

域
手
当
の
月
額
の

合
計
額
と
す
る
。

 

4 
第

2項
の

期
末
手

当
基
礎

額
は

、
そ

れ
ぞ
れ

そ
の
基

準
日

現
在

(退
職
し

、
又

は

死
亡

し
た

職
員

に
あ

っ
て

は
、

退
職

し
、

又
は

死
亡

し
た

日
現

在
)に

お
い

て
、

職
員
が
受
け
る
べ

き
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
。

 

5 
行
政
職
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
で
、
そ
の
職
務
の
級
が

3級
以
上
で
あ
る

も
の
並
び
に
同
表

以
外
の
各
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
、
職
務
の
複
雑
、

困
難

及
び

責
任

の
度

等
を

考
慮

し
て

こ
れ

に
相

当
す

る
職

員
と

し
て

当
該

各
給

料
表
に
つ
き
規
則

で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
同

項
に
規
定
す
る
合

計
額
に
、
給

料
の
月
額

及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額

の
合
計
額
に
職
制

上
の
段
階
、
職
務
の
級

等
を
考
慮
し
て
規
則
で
定
め
る
職
員
の

区
分

に
応

じ
て

10
0分

の
10

を
超

え
な

い
範

囲
で

規
則

で
定

め
る

割
合

を
乗

じ

て
得
た
額
を
加
算

し
た
額
を
第

2項
の
期
末
手
当
基
礎
額
と
す
る
。

 

5 
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
、
そ
の
職
務
の
級
が

3級
以
上
で
あ
る

も
の
並
び
に
同
表

以
外
の
各
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
、
職
務
の
複
雑
、

困
難

及
び

責
任

の
度

等
を

考
慮

し
て

こ
れ

に
相

当
す

る
職

員
と

し
て

当
該

各
給

料
表
に
つ
き
規
則

で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
同

項
に
規
定
す
る
合

計
額
に
、
給
料
の
月
額
に
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級
等
を
考

慮
し

て
規

則
で

定
め

る
職

員
の

区
分

に
応

じ
て

10
0分

の
10

を
超

え
な

い
範

囲

で
規
則
で

定
め

る
割
合

を
乗

じ
て
得

た
額

を
加
算

し
た
額

を
第

2項
の
期

末
手

当

基
礎
額
と
す
る
。

 
6 

(略
) 

6 
(略

) 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(勤

勉
手
当

) 
(勤

勉
手
当

) 
第

19
条

 
(略

) 
第

19
条
 

(略
) 

2 
勤
勉
手

当
の
額

は
、

勤
勉
手
当

基
礎
額

に
、

規
則
で
定
め

る
割
合

を
乗

じ
て
得

た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が
支
給
す

る
勤
勉
手
当
の
額
の
、

そ
の
者
に
所
属
す

る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定

め
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

 

2 
勤
勉
手

当
の
額

は
、

勤
勉
手
当

基
礎
額

に
、

規
則
で
定
め

る
割
合

を
乗

じ
て
得

た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が
支
給
す

る
勤
勉
手
当
の
額
の
、

そ
の
者
に
所
属
す

る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定

め
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
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職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
-
 
4
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

(1
) 

前
項

の
職

員
の

う
ち

定
年

前
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員
以

外
の

職
員

 
当

該
職

員
の

勤
勉

手
当

基
礎

額
に

当
該

職
員

が
そ

れ
ぞ

れ
の

基
準

日
現

在
(退

職

し
、
又
は
死
亡

し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。

次
項

に
お

い
て

同
じ

。
)に

お
い

て
受

け
る

べ
き

扶
養

手
当

の
月

額
及

び
こ

れ

に
対

す
る

地
域

手
当

の
月

額
の

合
計

額
を

加
算

し
た

額
に

10
0分

の
10

0を
乗

じ
て
得
た
額
の

総
額

 

(1
) 

前
項

の
職

員
の

う
ち

定
年

前
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員
以

外
の

職
員

 
当

該
職

員
の

勤
勉

手
当

基
礎

額
に

当
該

職
員

が
そ

れ
ぞ

れ
の

基
準

日
現

在
(退

職

し
、
又
は
死
亡

し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。

次
項

に
お

い
て

同
じ

。
)に

お
い

て
受

け
る

べ
き

扶
養

手
当

の
月

額
を

加
算

し

た
額
に

10
0分

の
10

0を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

 

(2
) 

前
項

の
職

員
の

う
ち

定
年

前
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員
 

当
該

定
年

前
再

任
用
短
時
間
勤

務
職
員

の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に

10
0分

の
47

.5
を
乗
じ
て
得
た

額
の
総
額

 

(2
) 

前
項

の
職

員
の

う
ち

定
年

前
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員
 

当
該

定
年

前
再

任
用
短
時
間
勤

務
職
員

の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に

10
0分

の
47

.5
を
乗
じ
て
得
た

額
の
総
額

 
3 

前
項
の

勤
勉
手

当
基

礎
額
は
、

そ
れ
ぞ

れ
そ

の
基
準
日
現

在
に
お

い
て

職
員
が

受
け

る
べ

き
給

料
の

月
額

及
び

こ
れ

に
対

す
る

地
域

手
当

の
月

額
の

合
計

額
と

す
る
。

 

3 
前
項
の

勤
勉
手

当
基

礎
額
は
、

そ
れ
ぞ

れ
そ

の
基
準
日
現

在
に
お

い
て

職
員
が

受
け
る
べ
き
給
料

の
月
額
と
す
る
。

 

4・
5 

(略
) 

4・
5 

(略
) 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
 

(地
域
手
当

) 
 

第
20

条
の

6 
地
域
手
当
は
、
当
該
地
域
に
お

け
る
民
間
の
賃
金
水
準
を
基
礎
と
し
、

当
該
地
域
に
お
け
る
物
価
等
を
考
慮
し
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
(昭

和
25

年
法

律
第

95
号

)第
11

条
の

3第
1項

に
規

定
す

る
地

域
手

当
の

支
給

地
域

(規
則
で
定
め

る
地
域
を
除
く
。

)に
在
勤
す
る
職
員
に
支
給
す
る
。

 

 

2 
地

域
手
当

の
月
額

は
、

給
料

、
扶

養
手

当
及
び
管

理
職
手

当
の
月

額
の
合
計

額

に
、
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
法
律
第

11
条
の

3第
2項

に
規
定
す
る
地
域

手
当
の
級
地
の
区
分
に
応
じ
た
支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
-
 
5
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

 
 

(休
職
者
の
給
与

) 
(休

職
者
の
給
与

) 
第

21
条

の
2 

職
員
が

公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤

(地
方

公
務

員
災

害
補

償
法

(昭
和

42
年

法
律

第
12

1号
)第

2条
第

2項
及

び
第

3項
に

規
定

す
る

通
勤

を
い
う

。
)に

よ
り

負
傷
し

、
若
し
く

は
疾

病
に
か

か
り
法

第
28

条
第

2項
第

1号
に

掲
げ
る
事
由
に
該
当
し

て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職

の
期
間
中
、
そ
の

者
に
給
与
の
全
額
を
支
給
す
る
。

 

第
21

条
の

2 
職
員
が
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤

(地
方

公
務

員
災

害
補

償
法

(昭
和

42
年

法
律

第
12

1号
)第

2条
第

2項
及

び
第

3項
に

規
定

す
る

通
勤

を
い
う

。
)に

よ
り

負
傷
し

、
若
し
く

は
疾

病
に
か

か
り
法

第
28

条
第

2項
第

1号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職

の
期
間
中
、
そ
の

者
に
給
与
の
全
額
を
支
給
す
る
。

 
2 

職
員
が
結
核
性
疾

患
に
か
か
り
、
法
第

28
条
第

2項
第

1号
に
掲
げ
る
事
由
に
該

当
し
て
休
職
に
さ

れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
が
満

2年
に
達
す
る
ま
で
は
、

そ
の
者
に
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ

れ
10

0分
の

80
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

2 
職
員
が
結
核
性
疾
患
に
か
か
り
、
法
第

28
条
第

2項
第

1号
に
掲
げ
る
事
由
に
該

当
し
て
休
職
に
さ

れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
が
満

2年
に
達
す
る
ま
で
は
、

そ
の
者
に
給
料
、

扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ

10
0分

の

80
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3 

職
員

が
前

2項
以

外
の
心

身
の

故
障

に
よ

り
法

第
28

条
第

2項
第

1号
に

掲
げ

る

事
由
に
該
当
し
て

休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
満

1年
6月

に
達
す

る
ま
で
は
、
そ
の

者
に
給
料
、
扶
養
手
当

、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手

当
の

10
0分

の
80

以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

3 
職

員
が

前
2項

以
外

の
心

身
の

故
障

に
よ

り
法

第
28

条
第

2項
第

1号
に

掲
げ

る

事
由
に
該
当
し
て

休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
満

1年
6月

に
達
す

る
ま
で
は
、
そ
の

者
に
給
料
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の

10
0分

の
80

以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
4 

職
員

が
法

第
28

条
第

2項
第

2号
に

掲
げ

る
事

由
に

該
当

し
て

休
職

に
さ

れ
た

と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
そ
の
者
に

給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
及
び
住

居
手
当
の

10
0分

の
60

以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

4 
職

員
が

法
第

28
条

第
2項

第
2号

に
掲

げ
る

事
由

に
該

当
し

て
休

職
に

さ
れ

た

と
き
は
、

そ
の

休
職
の

期
間

中
そ
の

者
に

給
料
及

び
扶
養
手
当

、
住

居
手
当

の
1

00
分
の

60
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
5 

休
職
に

さ
れ
た

職
員

に
は
、
前

各
項
に

規
定

す
る
給
与
を

除
く
ほ

か
、

他
の
い

か
な
る
給
与
も
支

給
し
な
い
。

 
5 

休
職
に

さ
れ
た

職
員

に
は
、
前

各
項
に

規
定

す
る
給
与
を

除
く
ほ

か
、

他
の
い

か
な
る
給
与
も
支

給
し
な
い
。

 
6 

す
べ
て
の
休
職
者

の
給
与
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
6 

す
べ
て
の
休
職
者
の
給
与
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

 

（
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
３
月
会
議
）
 

【
議
案
第
１
３
号
 
参

考
資
料
】
 

職
員

の
懲
戒

の
手
続
及

び
効

果
に

関
す
る
条
例

新
旧
対
照

表
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

 
○
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

 
（
昭
和

33
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

39
号
）

 
（
昭
和

33
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

39
号
）

 
 

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(減

給
の
効
果

) 
(減

給
の
効
果

) 
第

3条
 
減
給
は
、

1日
以
上

6月
以
下
の
期
間
、
そ
の
発
令
の
日
に
受
け
る
給
料
及

び
こ

れ
に

対
す

る
地

域
手

当
の

合
計

額
(地

方
公

務
員

法
第

22
条

の
2第

1項
第

1
号
に
掲
げ
る
職
員

に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す

る
条

例
(令

和
元

年
か

つ
ら

ぎ
町

条
例

第
39

号
)第

13
条

第
1項

か
ら

第
3項

ま
で
に
規
定
す
る

報
酬
の
額

)の
10

分
の

1以
下
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
減
ず
る
額

が
現
に
受
け
る
給
料
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手

当
の
合
計
額
の

10
分
の

1に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
を
減
ず

る

も
の
と
す
る
。

 

第
3条

 
減
給
は
、

1日
以
上

6月
以
下
の
期
間
、
そ
の
発
令
の
日
に
受
け
る

給
料
の

額
(地

方
公
務
員
法
第

22
条
の

2第
1項

第
1号

に
掲
げ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
会
計

年
度

任
用

職
員

の
給

与
及

び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
(令

和
元

年
か

つ
ら

ぎ
町

条
例

第
39

号
)第

13
条

か
ら

第
16

条
ま

で
に

規
定

す
る

報
酬

の
額

)の
10

分
の

1
以
下
を
減
ず
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
減
ず
る
額
が
現
に
受

け
る
給
料
の

10
分
の

1に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
を
減
ず
る

も

の
と
す
る
。

 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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か
つ
ら
ぎ
町
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
-
 
1
 
-
 

（
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
３
月
会
議
）
 

【
議
案
第
１
３
号
 
参

考
資
料
】
 

か
つ

ら
ぎ
町

職
員
の
公

益
的

法
人

等
へ
の
派
遣

等
に
関
す

る
条
例

新
旧
対
照

表
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か
つ
ら
ぎ
町
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

 
○
か
つ
ら
ぎ
町
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

 
（
平
成

24
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

26
号
）

 
（
平
成

24
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

26
号
）

 
 

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(派

遣
職
員
の
給
与
等

) 
(派

遣
職
員
の
給
与
等

) 
第

4条
 
派

遣
職
員

(企
業

職
員

(地
方
公

営
企
業

等
の
労
働
関

係
に
関

す
る
法

律
(昭

和
27

年
法

律
第

28
9号

)第
3条

第
4号

に
規

定
す

る
職

員
の

う
ち

地
方

公
営

企
業

に
勤
務
す
る
職
員

を
い
う
。
以
下
同
じ
。

)で
あ
る
派

遣
職
員
を
除
く
。
第

6条
に

お
い

て
同

じ
。

)の
う
ち
、

法
第

6条
第

2項
に
規

定
す

る
業

務
に
従

事
す
る

も
の

に
は
、
そ
の

職
員

派
遣
の
期
間
中
、
給
料
、
扶
養
手

当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
超

過

勤
務
手
当
、
宿

日
直
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
期
末

手
当
、
勤
勉
手
当
、
通
勤

手

当
、
管
理
職
手
当
、
住
居
手
当
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
及
び
地
域
手
当
の
そ

れ
ぞ
れ

10
0分

の
10

0以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

第
4条

 
派

遣
職
員

(企
業

職
員

(地
方
公

営
企
業

等
の
労
働
関

係
に
関

す
る
法

律
(昭

和
27

年
法

律
第

28
9号

)第
3条

第
4号

に
規

定
す

る
職

員
の

う
ち

地
方

公
営

企
業

に
勤
務
す
る
職
員

を
い
う
。
以
下
同
じ
。

)で
あ
る
派

遣
職
員
を
除
く
。
第

6条
に

お
い

て
同

じ
。

)の
う
ち
、

法
第

6条
第

2項
に
規

定
す

る
業

務
に
従

事
す
る

も
の

に
は
、
そ
の
職
員
派
遣
の
期
間
中
、
給
料
、
扶
養
手

当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
超

過

勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
期
末

手
当
、
勤
勉
手
当
、
通
勤

手

当
、
管
理
職
手
当

、
住
居
手
当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ

10
0

分
の

10
0以

内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2～

4（
略
）

 
2～

4（
略
）
 

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(企

業
職
員
で
あ
る
派
遣
職
員
の
給
与
の
種
類

) 
(企

業
職
員
で
あ
る
派
遣
職
員
の
給
与
の
種
類

) 
第

7条
 
企
業
職
員
で

あ
る
派
遣
職
員
の
う
ち
、
法

第
6条

第
2項

に
規
定
す
る
業
務

第
7条

 
企
業
職
員
で
あ
る
派
遣
職
員
の
う
ち
、
法

第
6条

第
2項

に
規
定
す
る
業
務

15



か
つ
ら
ぎ
町
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
-
 
2
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

に
従
事
す
る
も
の

に
は
、
そ
の
職
員
派
遣
の
期
間
中
、
給

料
、
扶
養
手
当
、
特
殊

勤
務
手
当
、
超
過
勤

務
手
当
、
宿

日
直
手
当
、
休
日

勤
務
手
当
、
期
末
手
当
、
勤

勉
手
当
、
通
勤
手

当
、
管
理
職
手
当
、
住
居
手
当
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
及

び
地
域
手
当
の
そ

れ
ぞ
れ

10
0分

の
10

0以
内
を

支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

に
従
事
す
る
も
の

に
は
、
そ
の
職
員
派
遣
の
期
間
中
、
給

料
、
扶
養
手
当
、
特
殊

勤
務
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
休
日

勤
務
手
当
、
期
末
手
当
、
勤

勉
手
当
、
通
勤
手

当
、
管
理
職
手
当
、
住
居
手
当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

の
そ
れ
ぞ
れ

10
0分

の
10

0以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2 

第
4条

第
2項

か
ら

第
4項

ま
で
の
規
定
は
、
第

1項
の
規
定
に
よ
り
給
与
の
支
給

を
受
け
る
派
遣
職

員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 
2 

第
4条

第
2項

か
ら
第

4項
ま
で
の
規
定
は
、
第

1項
の
規
定
に
よ
り
給
与
の
支
給

を
受
け
る
派
遣
職

員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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か
つ
ら
ぎ
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
-
 
1
 
-
 

（
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
３
月
会
議
）
 

【
議
案
第
１
３
号
 
参

考
資
料
】
 

か
つ

ら
ぎ
町

企
業
職
員

の
給

与
の

種
類
及
び
基

準
に
関
す

る
条
例

新
旧
対
照

表
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か
つ
ら
ぎ
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

 
○
か
つ
ら
ぎ
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

 
（
平
成

28
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

13
号
）

 
（
平
成

28
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

13
号
）

 
 

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(給

与
の
種
類

) 
(給

与
の
種
類

) 
第

2条
 

企
業

職
員

で
常

時
勤

務
を

要
す

る
も

の
及

び
地

方
公

務
員

法
(昭

和
25

年

法
律
第

26
1号

)第
22

条
の

2第
1項

、
第

22
条
の

4第
1項

又
は
第

22
条
の

5第
1項

の
規
定
に
よ
り
採

用
さ
れ
た
者

(以
下
「
職
員
」
と
い
う
。

)の
給
与
の
種
類
は
、

給
料
及
び
手
当
と

す
る
。

 

第
2条

 
企

業
職

員
で

常
時

勤
務

を
要

す
る

も
の

及
び

地
方

公
務

員
法

(昭
和

25
年

法
律
第

26
1号

)第
22

条
の

2第
1項

、
第

22
条
の

4第
1項

又
は
第

22
条
の

5第
1項

の
規
定
に
よ
り
採

用
さ
れ
た
者

(以
下
「
職
員
」
と
い
う
。

)の
給
与
の
種
類
は
、

給
料
及
び
手
当
と

す
る
。

 
2 

給
料
は

、
正
規

の
勤

務
時
間
に

よ
る
勤

務
に

対
す
る
報
酬

で
あ
っ

て
、

手
当
を

除
い
た
全
額
と
す

る
。

 
2 

給
料
は

、
正
規

の
勤

務
時
間
に

よ
る
勤

務
に

対
す
る
報
酬

で
あ
っ

て
、

手
当
を

除
い
た
全
額
と
す

る
。

 
3 

手
当
の
種
類
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
3 

手
当
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
(1

) 
管
理
職
手
当

 
(1

) 
管
理
職
手

当
 

(2
) 

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

 
(2

) 
管
理
職
員

特
別
勤
務
手
当

 
(3

) 
扶
養
手
当

 
(3

) 
扶
養
手
当

 
(4

) 
通
勤
手
当

 
(4

) 
通
勤
手
当

 
(5

) 
特
殊
勤
務
手
当

 
(5

) 
特
殊
勤
務

手
当

 
(6

) 
超
過
勤
務
手
当

 
(6

) 
超
過
勤
務

手
当

 
(7

) 
休
日
勤
務
手
当

 
(7

) 
休
日
勤
務

手
当
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か
つ
ら
ぎ
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
-
 
2
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

(8
) 

宿
日
直
手
当

 
(8

) 
宿
日
直
手

当
 

(9
) 

住
居
手
当

 
(9

) 
住
居
手
当

 
(1

0)
 
期
末
手
当

 
(1

0)
 
期
末
手
当

 
(1

1)
 
勤
勉
手
当

 
(1

1)
 
勤
勉
手
当

 
(1

2)
 
退
職
手
当

 
(1

2)
 
退
職
手
当

 
(1

3)
 
地
域
手
当

 
 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(地

域
手
当

) 
 

第
15

条
の

2 
地
域
手
当
は
、
当
該
地
域
に
お

け
る
民
間
の
賃
金
水
準
を
基
礎
と
し
、

当
該
地
域
に
お
け
る
物
価
等
を
考
慮
し
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
(昭

和
25

年
法

律
第

95
号

)第
11

条
の

3第
1項

に
規

定
す

る
地

域
手

当
の

支
給

地
域

(企
業
管
理
規

程
で
定
め
る
地
域
を
除
く
。

)に
在
勤
す
る
職
員
に
支
給
す
る
。
 

 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

) 
(会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

) 
第

21
条

 
地

方
公

務
員

法
第

22
条

の
2第

1項
第

1号
に

掲
げ

る
職

員
の

給
与

の
種

類
は
、
給
料
、
特
殊
勤
務

手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日

勤
務
手
当
、
通
勤
手
当
、

宿
日

直
手

当
及

び
期

末
手

当
と

し
、

第
4条

か
ら

第
6条

、
第

12
条

、
第

14
条
及

び
第

15
条
の
規
定

は
適
用
し
な
い
。

 

第
21

条
 

地
方

公
務

員
法

第
22

条
の

2第
1項

第
1号

に
掲

げ
る

職
員

の
給

与
の

種

類
は
、
給
料
、
特
殊
勤
務

手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
通
勤
手
当
、

宿
日

直
手

当
及

び
期

末
手

当
と

し
、

第
4条

か
ら

第
6条

、
第

12
条

、
第

14
条
及

び
第

15
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 
2 

地
方

公
務

員
法

第
22

条
の

2第
1項

第
2号

に
掲
げ

る
職

員
の

給
与

の
種

類
は

、

給
料
、
特
殊
勤

務
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
通
勤
手
当
、
宿

日

直
手
当
、
期
末
手
当
、
退
職
手
当
及
び
地
域
手

当
と
し
、
第

4条
か
ら
第

6条
、
第

2 
地

方
公

務
員

法
第

22
条

の
2第

1項
第

2号
に

掲
げ

る
職

員
の

給
与

の
種

類
は

、

給
料
、
特
殊
勤
務
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
通
勤
手
当
、
宿

日

直
手

当
、

期
末

手
当

及
び

退
職

手
当

と
し

、
第

4条
か

ら
第

6条
、

第
12

条
及

び

18



か
つ
ら
ぎ
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
-
 
3
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

12
条

及
び
第

14
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 
第

14
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 
3 

会
計
年

度
任
用

職
員

の
給
与
の

基
準
に

つ
い

て
は
、
会
計

年
度
任

用
職

員
の
給

与
及

び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
(令

和
元

年
か

つ
ら

ぎ
町

条
例

第
39

号
)の

規

定
を
準
用
す
る
。

 

3 
会
計
年

度
任
用

職
員

の
給
与
の

基
準
に

つ
い

て
は
、
会
計

年
度
任

用
職

員
の
給

与
及

び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
(令

和
元

年
か

つ
ら

ぎ
町

条
例

第
39

号
)の

規

定
を
準
用
す
る
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

-
 
1
 
-
 

（
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
３
月
会
議
）
 

【
議
案
第
１
３
号
 
参

考
資
料
】
 

会
計

年
度
任

用
職
員
の

給
与

及
び

費
用
弁
償
に

関
す
る
条

例
新
旧

対
照
表

 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

 
○
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

 
（
令
和
元
年

か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

39
号
）

 
（
令
和
元
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

39
号
）

 
 

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

) 
(会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

) 
第

3条
 
こ

の
条
例

に
お

い
て
「
給

与
」
と

は
、

フ
ル
タ
イ
ム

会
計

年
度
任

用
職
員

に
あ
っ
て
は
、
給

料
、
特

殊
勤
務
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
休

日

勤
務
手
当
、
期
末
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
地
域

手
当
を
い
い
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員

に
あ
っ
て
は
、
報
酬
及
び
期
末
手
当
を
い
う
。

 

第
3条

 
こ

の
条
例

に
お

い
て
「
給

与
」
と

は
、

フ
ル

タ
イ
ム

会
計
年

度
任

用
職
員

に
あ
っ
て
は
、
給
料
、
特

殊
勤
務
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
休

日

勤
務
手
当
、
期
末
手
当
及
び
通
勤
手
当
を
い
い
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
に
あ
っ
て
は

、
報
酬
及
び
期
末
手
当
を
い
う
。

 
2 

給
与
は

、
他
の

条
例

に
規
定
す

る
場
合

を
除

く
ほ
か
、
現

金
で
支

払
わ

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

口
座
振
替
の
方
法

に
よ
り
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

2 
給
与
は

、
他
の

条
例

に
規
定
す

る
場
合

を
除

く
ほ
か
、
現

金
で
支

払
わ

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

口
座
振
替
の
方
法

に
よ
り
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
。

 
3 

公
務
に
つ
い
て
生

じ
た
実
費
の
弁
償
は
、
給
与
に
は
含
ま
れ
な
い
。

 
3 

公
務
に
つ
い
て
生
じ
た
実
費
の
弁
償
は
、
給
与
に
は
含
ま
れ
な
い
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(給

与
条
例
の
準
用

) 
(給

与
条
例
の
準
用

) 
第

7条
 
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例

(昭
和

33
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

44
号
。
以

下
「

給
与

条
例

」
と

い
う

。
)第

12
条

、
第

16
条

第
1項

、
第

2項
及

び
第

4項
、

第
7条

 
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

(昭
和

33
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

44
号
。
以

下
「

給
与

条
例

」
と

い
う

。
)第

12
条

、
第

16
条

第
1項

、
第

2項
及

び
第

4項
、
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会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

-
 
2
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

第
17

条
、

第
17

条
の

2、
第

20
条

の
2第

1項
、

第
2項

及
び

第
4項

並
び

に
第

20
条
の

6の
規
定
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 
第

17
条
、
第

17
条
の

2並
び
に
第

20
条
の

2第
1項

、
第

2項
及
び
第

4項
の
規
定
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(勤

務
1時

間
当
た
り
の
給
与
額
の
算
出

) 
(勤

務
1時

間
当
た
り
の
給
与
額
の
算
出

) 
第

11
条
 

第
7条

に
お

い
て

準
用

す
る

給
与

条
例
第

16
条

及
び

第
17

条
の

2並
び

に

次
条
に
規

定
す

る
勤
務

1時
間
当
た

り
の

給
与
額

は
、

給
料
及

び
地

域
手
当

の
月

額
の
合
計
額
に

12
を
乗
じ
、
こ
れ

を
当
該
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

に
つ

い
て

定
め

ら
れ

た
1週

間
当

た
り

の
勤

務
時

間
に

52
を

乗
じ

た
も

の
か

ら
規

則

で
定
め
る
時
間
を

減
じ
た
も
の
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

 

第
11

条
 

第
7条

に
お

い
て

準
用

す
る

給
与

条
例
第

16
条

及
び

第
17

条
の

2並
び

に

次
条
に
規
定
す
る

勤
務

1時
間
当
た
り
の
給
与
額
は
、
給
料
月
額
に

12
を
乗
じ
、

こ
れ
を
当

該
フ

ル
タ
イ

ム
会

計
年
度

任
用

職
員
に

つ
い
て

定
め

ら
れ

た
1週

間
当

た
り

の
勤

務
時

間
に

52
を

乗
じ

た
も

の
か

ら
規

則
で

定
め

る
時

間
を

減
じ

た
も

の
で
除
し
て
得
た

額
と
す
る
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(期

末
手
当

) 
(期

末
手
当

) 
第

18
条
 

給
与
条

例
第

18
条

か
ら

第
18

条
の

3ま
で

の
規

定
は

、
任

期
が

6月
以

上

の
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
(1
週

間
当

た
り

の
勤

務
時

間
が

著
し

く

短
い

者
と

し
て

規
則

で
定

め
る

者
を

除
く

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
)に

つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第

18
条
第

4項
中
「
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
基
準
日

現
在

(退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た

職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職

し
、

又
は

死
亡

し
た

日
現

在
)に

お
い

て
、

職
員

が
受

け
る

べ
き

給
料

及
び

扶
養

手
当

の
月
額
並
び
に
こ

れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
、

「
そ

れ
ぞ

れ
そ

の
基

準
日

(退
職

し
、

又
は

死
亡

し
た

職
員

に
あ

っ
て

は
、

退
職

し
、
又
は
死
亡
し
た
日

)以
前

6か
月
以
内
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し

て
の

在
職

期
間

に
お

け
る

報
酬

(フ
ル

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
と

の
権

衡
を
考
慮
し
て
規

則
で
定
め
る
額
を
除
く
。

)の
1月

当
た
り
の
平
均
額
」
と
読
み

第
18

条
 

給
与
条

例
第

18
条

か
ら

第
18

条
の

3ま
で

の
規

定
は

、
任

期
が

6月
以

上

の
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
(1
週

間
当

た
り

の
勤

務
時

間
が

著
し

く

短
い

者
と

し
て

規
則

で
定

め
る

者
を

除
く

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
)に

つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第

18
条
第

4項
中
「
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
基
準
日

現
在

(退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た

職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職

し
、

又
は

死
亡

し
た

日
現

在
)に

お
い

て
、

職
員

が
受

け
る

べ
き

給
料

及
び

扶
養

手
当

の
月

額
の

合
計

額
」

と
あ

る
の

は
、

「
そ

れ
ぞ

れ
そ

の
基

準
日

(退
職

し
、

又
は

死
亡
し
た
職
員
に

あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日

)以
前

6か
月
以
内
の

パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

と
し

て
の

在
職

期
間

に
お

け
る

報
酬

(フ
ル

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
と

の
権

衡
を

考
慮

し
て

規
則

で
定

め
る

額
を

除

く
。

)の
1月

当
た
り
の
平
均
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

21



会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

-
 
3
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

替
え
る
も
の
と
す

る
。

 
2 

任
期

が
6月

に
満

た
な

い
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
の

1会
計

年
度

内
に
お
け

る
会

計
年
度

任
用

職
員
と

し
て

の
任
期

の
合
計
が

6月
以
上
に

至
っ

た

と
き
は
、
当
該
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
い

て
、
前
項
の
任
期
が

6月
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
み
な
す
。
 

2 
任

期
が

6月
に

満
た

な
い

パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

の
1会

計
年

度

内
に
お
け

る
会

計
年
度

任
用

職
員
と

し
て

の
任
期

の
合
計

が
6月

以
上
に

至
っ

た

と
き
は
、
当
該
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
い

て
、
前
項
の
任
期
が

6月
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
み
な
す
。
 

3 
6月

に
期
末
手
当
を
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
、
前
会
計
年

度
の
末
日
ま
で
会
計

年
度
任
用
職
員
と

し
て
任
用
さ
れ
、
同
日
の
翌
日
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職

員
と

し
て

任
用

さ
れ

た
者

の
任

期
(6
月

未
満

の
も

の
に

限
る

。
)と

前
会

計

年
度

に
お

け
る

任
期

(前
会

計
年

度
の

末
日

を
含

む
期

間
の

任
用

に
係

る
も

の
に

限
る
。

)と
の
合
計
が

6月
以
上
に
至
っ
た
と
き

は
、
第

1項
の
任
期
が

6月
以
上
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
と
み
な
す
。

 

3 
6月

に
期
末
手
当
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
会
計
年

度
の
末
日
ま
で
会
計

年
度
任
用
職
員
と

し
て
任
用
さ
れ
、
同
日
の
翌
日
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職

員
と

し
て

任
用

さ
れ

た
者

の
任

期
(6
月

未
満

の
も

の
に

限
る

。
)と

前
会

計

年
度

に
お

け
る

任
期

(前
会

計
年

度
の

末
日

を
含

む
期

間
の

任
用

に
係

る
も

の
に

限
る
。

)と
の
合
計
が

6月
以
上
に
至
っ
た
と
き
は
、
第

1項
の
任
期
が

6月
以
上
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
と
み
な
す
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和５年第１回定例会３月会議） 生涯学習課　社会教育係

要望があり、より地域の活動に密着した公民館活動を展開したいので、令和５年４月１

日から旧小学校区ごとに公民館を設置するため、所要の改正を行います。

　公民館の設置により、住民による運営委員会を組織し、館長、主事を配置することで、

公民館が地域づくり、人づくりの拠点として機能し、住民の自治能力向上に寄与します。

（施行期日：令和５年４月１日）

３．趣旨・目的

４．概要

　天野・志賀・新城公民館概要図

　天野及び新城自治区から、旧小学校区ごとに公民館を設置し、公民館主事を配置する

１．議案名

議案第１４号　かつらぎ町立公民館設置及び管理条例の一部を改正する条例制定につい
て

２．背景・経過

　かつらぎ町天野公民館は、志賀地内にあり、天野、志賀、新城の３地区を対象として

運営しています。

天野公民館
所在：志賀３５０番地
館長：１名 主事：３名

【主事の体制】
天野地区担当 １名
志賀地区担当 １名
新城地区担当 １名

※志賀地区担当は四邑地区
と兼任

※令和５年度以降、施設は
廃止予定

天野公民館（天野地域交流センター内）
所在：下天野９３０番地
館長：１名 主事：１名

志賀公民館（志賀地域交流センター内）
所在：志賀１３４７番地の３
館長：１名 主事：１名

新城公民館（新城地域交流センター内）
所在：新城２４３番地
館長：１名 主事：１名

令和４年度 令和５年度～
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四郷公民館

0 2km

公民館

公民館

公民館

四 公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館
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か
つ
ら
ぎ
町
立
公
民
館
設
置
及
び
管
理
条
例

 

（
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
３
月
会
議
）
 

【
議
案
第
１
４
号
 
参

考
資
料
】
 

か
つ

ら
ぎ
町

立
公
民
館

設
置

及
び

管
理
条
例

新
旧

対
照

表
 

改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

○
か

つ
ら
ぎ
町

立
公

民
館
設
置

及
び

管
理

条
例

(昭
和

3
3年

か
つ

ら
ぎ

町
条
例

第
1
8号

)
 

○
か

つ
ら
ぎ

町
立
公

民
館
設
置

及
び

管
理

条
例

(昭
和

3
3年

か
つ

ら
ぎ

町
条
例

第
1
8号

)
 

 
 

第
1
条

 
社
会

教
育

法
（
昭

和
2
4
年
法

律
第

2
0
7
号
。

以
下

「
法
」

と
い

う
。
）

第
2

4
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
か
つ
ら
ぎ
町
に
次
の
と
お
り
公
民
館
を
設
置
す
る
。

 

第
1
条

 
社
会

教
育

法
（
昭

和
2
4
年
法

律
第

2
0
7
号
。

以
下

「
法
」

と
い

う
。
）

第
2

4
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
か
つ
ら
ぎ
町
に
次
の
と
お
り
公
民
館
を
設
置
す
る
。

 

名
称
 

位
置
 

か
つ
ら
ぎ
町
公
民
館

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
丁
ノ
町
2
4
5
4
番
地
の
1
 

か
つ

ら
ぎ

町
笠

田
公

民
館

(
笠

田
ふ

る
さ
と
交
流
館
)
 

か
つ
ら
ぎ
町
大
字
笠
田
東
3
9
6
番
地
の
3
 

か
つ
ら
ぎ
町
四
郷
公
民
館

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
広
口
1
1
9
7
番
地
 

か
つ
ら
ぎ
町
大
谷
公
民
館

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
大
谷
2
8
8
番
地
の
5
 

か
つ
ら
ぎ
町
妙
寺
公
民
館

 
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
妙
寺
4
4
5
番
地
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和５年第１回定例会３月会議） 住民福祉課　福祉係

４．概要

【平和祈念施設の概要】
　・平和祈念像施設
　　　所在地：かつらぎ町大字丁ノ町２５２７番地
　　　延べ面積：１７０㎡
　　　構造：鉄筋コンクリート造　平屋建て

　・平和祈念館
　　　所在地：かつらぎ町大字丁ノ町２５２７番地
　　　延べ面積：１６７．３１㎡
　　　構造：鉄骨造　平屋建て

（施行期日：令和５年４月１日）

１．議案名

　議案第１５号　かつらぎ町平和祈念施設の設置及び管理に関する条例制定について

２．背景・経過

　平和祈念像施設は、昭和３４年９月に平和祈念像建立委員会が第１期工事を着工し、
昭和３６年６月議会において町営事業として議決され、以降、町が施工し、同年１１月
に第１期工事、昭和４５年６月に第２期工事が完成し、昭和４６年に町が出捐して設立
された財団法人かつらぎ町平和祈念協会が管理運営を行っておりました。
　平和祈念館は、財団法人かつらぎ町平和祈念協会が建設し、昭和６３年８月に完成
し、同協会が管理運営を行っておりました。
　両施設は、平成２６年の財団法人かつらぎ町平和祈念協会の解散後、任意団体として
のかつらぎ町平和祈念協会の所有物件とされておりますが、任意団体は不動産等の財産
を持つことができないため、所有者としての責任の所在が明確になっていない状況で
す。

３．趣旨・目的

　当該施設を町の財産とし、行政としての所有を明確にすることにより、設立当初の目
的である町民の平和意識の高揚と平和な社会への発展に寄与することを継承するととも
に、地域福祉の推進に寄与する町の施設として、管理運営を行います。
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（令和５年第１回定例会３月会議） 

【議案第１５号 参考資料】 

平和祈念施設に係る経緯 

 

年  月 事  項 

Ｓ３０年 ８月 旧妙寺町有志により平和祈念像建設の計画 

Ｓ３４年 ９月 第１期基礎工事着手（平和祈念像） 

Ｓ３６年 ６月 平和祈念像事業施行について町営事業とすることを議会議決 

９月 平和祈念像事業特別会計を設置・予算議決 

１１月 第１期工事完成（平和祈念立像及び基礎） 

Ｓ４０年 ７月 第２期基礎工事着手（祈念像ホール） 

Ｓ４２年 ３月 かつらぎ公園が完成 

    １２月 議会に平和祈念像特別委員会設置 

Ｓ４５年 ３月 平和祈念像事業特別会計を廃止 

６月 第２期工事完成（祈念像ホール） 

Ｓ４６年 ３月 町が寄付金を出捐し、財団法人平和祈念協会を設立 

Ｓ６３年 ３月 平和祈念館建築確認 

（申請者：財団法人かつらぎ町平和祈念協会） 

８月 平和祈念館完成 

Ｈ２６年 １月 財団法人かつらぎ町平和祈念協会を解散 

任意団体としての平和祈念協会を設立 
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（令和５年第１回定例会３月会議） 

【議案第１５号 参考資料】 

 

 
平和祈念館（左）  平和祈念像施設（右） 

 

 

 

 

平和祈念館            平和祈念像施設 
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和５年第１回定例会３月会議） 　教育総務課　子育て係

　　安心して子どもを産み育てる環境を整え、子育てしやすいまちづくりを進めるため、
　子育て世帯の経済的な負担の軽減を図ります。

１．議案名

２．背景・経過

３．趣旨・目的

　　令和元年１０月から国の幼児教育・保育の無償化により、３歳から５歳の利用者負担
　額（保育料）が無償となっています。
　　現在、こども園等の０歳から２歳の第２子の利用者負担額（保育料）については、所
　得要件等を満たした世帯は国・県の助成で無償となっています。
　　所得要件等を満たしていない世帯について、町独自策として０歳から２歳の第２子の
　利用者負担額（保育料）を無償化するため、所要の改正を行うものです。

議案第１６号　かつらぎ町教育・保育の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例制
定について

４．概要

　　町内に住民登録があり、こども園等を利用している子どものうち、国・県の助成対象
　外となった０歳から２歳の第２子の利用者負担額（保育料）について所得要件や第１子
　の在園・就学に関わらず、利用者負担額（保育料）を無償化します。

　(施行期日：令和５年４月１日)
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26

,0
00

D
7 

市
町

村
民

税
所

得
割

の
額

が
14

0,
20

0円
以

上
16

2,
60

0円
未
満

 
28

,0
00

D
8 

市
町

村
民

税
所

得
割

の
額

が
16

2,
60

0円
以

上
18

5,
10

0円
未
満

 
31

,1
00

D
9 

市
町

村
民

税
所

得
割

の
額

が
18

5,
10

0円
以

上
20

7,
60

0円
未
満

 
33

,7
00

D
1

0 
市

町
村

民
税

所
得

割
の

額
が

20
7,

60
0円

以
上

23
0,

10
0円

未
満

 
36

,1
00

D
1

1 
市

町
村

民
税

所
得

割
の

額
が

23
0,

10
0円

以
上

27
2,

80
0円

未
満

 
37

,6
00

D
1

2 
市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
が

27
2,

80
0円

以
上

 
40

,4
00

 

備
考

 
備
考

 
1～

6（
略
）

 
1～

6（
略
）
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か
つ
ら
ぎ
町
教
育
・
保
育
の
利
用
負
担
に
関
す
る
条
例

-
 
3
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

7 
令

第
1
3
条

第
2
項

に
規

定
す

る
負

担
額

算
定

基
準

子
ど

も
の

利
用

者
負

担

額
の
月
額
は

、
教
育
・
保
育
給
付
認
定
子
ど
も
の
う
ち
、
特
定
被
監
護
者
(
令

第
1
4
条
に
規

定
す
る
特
定
被
監
護
者
等
を
い
う
。
)
が
2
人
以
上
い
る
場
合
の

最
年

長
の

者
(
以

下
こ

の
項

に
お
い

て
「

第
1
子

」
と

い
う
。

)
に

つ
い
て

は

こ
の

表
に

掲
げ
る

額
と

し
、

第
1
子

を
除
き

最
年

長
の

者
以
降

の
教
育

・
保

育
給
付
認
定

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用

者
負
担
額
を

無
料
と
す
る
。

 

7 
令

第
13

条
第

2項
に

規
定

す
る

負
担

額
算

定
基

準
子

ど
も

が
、

同
一

世
帯

に
2人

以
上

い
る

場
合
の

利
用
者

負
担
額

の
月
額

は
、
教
育

・
保
育

給
付
認

定
子
ど
も
の

う
ち
、
最
年

長
の
者

(以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第

1子
」
と
い

う
。

)に
つ

い
て

は
こ

の
表

に
掲

げ
る

額
の

全
額

と
し

、
当

該
教

育
・

保
育

給
付
認
定
子

ど
も
の
う
ち
、
第

1子
を
除
き
最
年
長
の
者

(以
下
こ
の
項
に
お

い
て

「
第

2子
」

と
い

う
。

)に
つ

い
て

は
同

表
の

掲
げ

る
額

の
半

額
(そ

の

額
に

10
0円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

は
、

こ
れ

を
切

り
捨

て
た

額
)と

す

る
。

 
 

8 
教
育
・

保
育

給
付
認

定
保
護

者
の
属

す
る
世

帯
の
階
層
区

分
の

認
定
に
係

る
市

町
村

民
税

所
得

割
の

額
が

、
ひ

と
り

親
世

帯
等

に
つ

い
て

は
77

,1
01

円
未
満
、
そ
れ
以
外
の
世
帯
に
つ
い
て
は

57
,7

00
円
未
満
で
あ
っ
て
、
特
定

被
監

護
者

(令
第

14
条

に
規

定
す

る
特

定
被

監
護

者
等

を
い

う
。

以
下

同

じ
。

)が
2人

以
上

い
る

場
合

の
第

2子
以

降
の
教

育
・

保
育

給
付

認
定

子
ど

も
に
つ
い
て

は
、
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
負
担
額
を
無

料

と
す
る
。

 
 

9 
特
定
被
監
護
者
等
が

3人
以
上
い
る
場
合
の
第

3子
以
降
の
教
育
・
保
育
給

付
認
定
子
ど

も
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
負

担
額
を
無
料

と
す
る
。

 
 

(省
 
 
 
 
 
略

) 
 

(省
 
 
 
 
 
略

) 
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和５年第１回定例会３月会議） 健康推進課　長寿社会係

　①月の途中に入所又は退所する者の利用料について、日割り計算を追加

　かつらぎ町高齢者生活福祉センターの居住部門の利用料については、前年の収入によ

４．概要

　かつらぎ町高齢者生活福祉センターの利用料について、月の途中に入所し、又は退所

する者の負担軽減等を図るため、所要の改正を行おうとするものです。

　改正内容は、次のとおりです。

１．議案名

議案第１７号　かつらぎ町高齢者生活福祉センター設置及び管理条例の一部を改正する
条例制定について

２．背景・経過

額を徴収しています。

３．趣旨・目的

って月額が定められており、月の途中に入所し、又は退所した場合であっても一律に月

　②別表中のただし書を削除

　　　別表中のただし書は、平成２０年度の段階的措置であり、既に終了しているため

（施行期日：令和５年４月１日）

　　削除します。

　　満の端数を生じた場合は、切り捨てるものとします。

　　　別表の額に当該月の実利用日数を実日数で除した数を乗じて得た額とし、１円未
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か
つ
ら
ぎ
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

条
例
-
 
1
 
-
 

（
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
３
月
会
議
）
 

【
議
案
第
１
７
号
 
参

考
資
料
】
 

か
つ

ら
ぎ
町

高
齢
者
生

活
福

祉
セ

ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理

条
例
新

旧
対
照
表

 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か
つ

ら
ぎ
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

 
○
か
つ
ら
ぎ
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

 
(平

成
17

年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

54
号

) 
(平

成
17

年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

54
号

) 
 

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(利

用
料

) 
(利

用
料

) 
第

5条
 

利
用

の
許

可
を

受
け

た
者

(以
下

「
利

用
者

」
と

い
う

。
)は

、
別

表
に

定

め
る

利
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
第

5条
 

利
用

の
許

可
を

受
け

た
者

(以
下

「
利

用
者

」
と

い
う

。
)は

、
別

表
に

定

め
る
利
用
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
前

項
に
規
定
す
る
利
用
料
に
つ
い
て
、
月
の
途
中
に
利
用
を
開
始
し
、
又
は
廃

止
し

た
者
の
利
用
料
の
月
額
は
、
別
表
の
額
に
当
該
月
の
実
利
用
日
数
を
当
該
月

の
実

日
数
で
除
し
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
１
円

未
満

の
端
数
を
生
じ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

 

 

 
 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
 

 
（
附
 
則
 
省
 
略
）

 
（
附
 
則
 
省
 
略
）
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か
つ
ら
ぎ
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

条
例
-
 
2
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

 
 

 
 

別
表

(第
5条

関
係

) 
別
表

(第
5条

関
係

) 
1 

介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
部
門
利
用
料

 
1 

介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
部
門
利
用
料

 
配
食
サ
ー
ビ
ス
料

 
一
人
一
食
 

40
0円

 
食
事
料

 
一
人
一
食
 

40
0円

 
  

 

配
食
サ
ー
ビ
ス
料

 
一
人
一
食
 

40
0円

 
食
事
料

 
一
人
一
食
 

40
0円

 
た

だ
し

、
段

階
的

措
置

と
し

て
平

成
20

年
度
に
つ
い
て
は
、

35
0円

 
 

2 
居

住
部
門
利
用
料

(月
額

) 
2 

居
住
部
門
利
用
料

(月
額

) 
対
象

収
入
に
よ
る
階
層
区
分

 
利
用
者
負
担
額

 
A 

1,
20

0,
00

0円
以
下

 
0円

B 
1,

20
0,

00
1円

～
1,

30
0,

00
0円

 
4,

00
0円

C 
1,

30
0,

00
1円

～
1,

40
0,

00
0円

 
7,

00
0円

D
 

1,
40

0,
00

1円
～

1,
50

0,
00

0円
 

10
,0

00
円

E 
1,

50
0,

00
1円

～
1,

60
0,

00
0円

 
13

,0
00

円

F 
1,

60
0,

00
1円

～
1,

70
0,

00
0円

 
16

,0
00

円

G
 

1,
70

0,
00

1円
～

1,
80

0,
00

0円
 

19
,0

00
円

H
 

1,
80

0,
00

1円
～

1,
90

0,
00

0円
 

22
,0

00
円

I 
1,

90
0,

00
1円

～
2,

00
0,

00
0円

 
25

,0
00

円

J 
2,

00
0,

00
1円

～
2,

10
0,

00
0円

 
30

,0
00

円

K
 

2,
10

0,
00

1円
～

2,
20

0,
00

0円
 

35
,0

00
円

L 
2,

20
0,

00
1円

～
2,

30
0,

00
0円

 
40

,0
00

円

M
 

2,
30

0,
00

1円
～

2,
40

0,
00

0円
 

45
,0

00
円

N
 

2,
40

0,
00

1円
以
上

 
50

,0
00

円
 

対
象
収
入
に
よ
る
階
層
区
分

 
利
用
者
負
担
額

 
A 

1,
20

0,
00

0円
以
下

 
0円

B 
1,

20
0,

00
1円

～
1,

30
0,

00
0円

 
4,

00
0円

C 
1,

30
0,

00
1円

～
1,

40
0,

00
0円

 
7,

00
0円

D
 

1,
40

0,
00

1円
～

1,
50

0,
00

0円
 

10
,0

00
円

E 
1,

50
0,

00
1円

～
1,

60
0,

00
0円

 
13

,0
00

円

F 
1,

60
0,

00
1円

～
1,

70
0,

00
0円

 
16

,0
00

円

G
 

1,
70

0,
00

1円
～

1,
80

0,
00

0円
 

19
,0

00
円

H
 

1,
80

0,
00

1円
～

1,
90

0,
00

0円
 

22
,0

00
円

I 
1,

90
0,

00
1円

～
2,

00
0,

00
0円

 
25

,0
00

円

J 
2,

00
0,

00
1円

～
2,

10
0,

00
0円

 
30

,0
00

円

K
 

2,
10

0,
00

1円
～

2,
20

0,
00

0円
 

35
,0

00
円

L 
2,

20
0,

00
1円

～
2,

30
0,

00
0円

 
40

,0
00

円

M
 

2,
30

0,
00

1円
～

2,
40

0,
00

0円
 

45
,0

00
円

N
 

2,
40

0,
00

1円
以
上

 
50

,0
00

円
 

注
 

注
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か
つ
ら
ぎ
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

条
例
-
 
3
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

1 
光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
実
費
負
担
と
す
る
。

 
1 

光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
実
費
負
担
と
す
る
。

 
2 

食
費
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
2 

食
費
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
朝
食
費

 
一
人
一
食
 

20
0円

 
昼
食
費

 
一
人
一
食
 

40
0円

 
  

夕
食
費

 
一
人
一
食
 

30
0円

 
  

 

朝
食
費

 
一
人
一
食
 

20
0円

 
昼
食
費

 
一
人
一
食
 

40
0円

 
た

だ
し

、
段

階
的

措
置

と
し

て
平

成
20

年
度
に
つ
い
て
は
、

35
0円

 
夕
食
費

 
一
人
一
食
 

30
0円

 
た

だ
し

、
段

階
的

措
置

と
し

て
平

成
20

年
度
に
つ
い
て
は
、

25
0円
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和５年第１回定例会３月会議） 健康推進課　保険年金係

　

４．概要

１　出産育児一時金の支給金額及び産科医療保障制度掛金の変更

　　出産育児一時金　　４０８，０００円　→　４８８，０００円　に変更
　　産科医療補償制度　　１２，０００円（変更なし）
　　総支給額　　　　　５００，０００円
　　（※産科医療補償制度の加算対象となる出産に係る出産育児一時金の場合。）

２　対　象

　　令和５年４月１日以降に出産した被保険者
　

（施行期日：令和５年４月１日）

１．議案名

議案第１８号　かつらぎ町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

２．背景・経過

　社会保障審議会医療保険部会の「議論の整理」（令和４年１２月１５日）において、
「出産育児一時金の額は、令和４年度の全施設の出産費用の平均額の推計等を勘案し、
令和５年４月から全国一律で５０万円に引き上げるべき」とされました。
　これに基づき、厚生労働省において、健康保険法施行令等の一部が改正されます。

３．趣旨・目的

　出産育児一時金等の支給額を引き上げるため、所要の改正を行おうとするものです。
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か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
条
例
 

（
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
３
月
会
議
）
 

【
議
案
第
１
８
号
 
参

考
資
料
】
 

か
つ

ら
ぎ
町

国
民
健
康

保
険

条
例

新
旧
対
照

表
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
条
例
(
昭
和
3
4
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第
2
号
)
 

○
か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
条
例

(
昭
和
3
4
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第
2
号
)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 

 
(出

産
育
児
一
時
金

) 
 

(出
産
育
児
一
時

金
) 

第
7条

 
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

 
 
主
に

対
し
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て

48
8,

00
0円

を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
町
長

 
 
が
健

康
保
険
法
施
行
令

(大
正

15
年
勅
令
第

24
3号

)第
36

条
に
規
定
す
る
出
産
で

 
 
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ

れ
に

12
,0

00
円
を

 
 
上
限
と
し
て
加
算
す
る
も
の
と
す
る
。
 

第
7条

 
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

 
 
主
に
対
し
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て

40
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和５年第１回定例会３月会議） 企画公室　政策調整係

４．概要

１．議案名

議案第１９号　かつらぎ町過疎地域持続的発展計画の変更について

２．背景・経過

　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第１４条において、過疎地域の市町
村が市町村計画に基づいて行う事業について過疎対策事業債を財源とすることができる
ことが規定されており、過疎対策事業債の発行にあたっては過疎地域持続的発展計画へ
の事業の記載が必要となります。

３．趣旨・目的

　本町の持続的な発展を目的とした取り組みの一環として、以下の事業を実施します。
　かつらぎ斎場が老朽化していることから、利用環境を整えるとともに、計画的な改修
の実施により施設の長寿命化を図るため、本棟及び休憩棟の改修を行います。
　文化財の収蔵状況の改善、調査整理の推進、活用のための拠点として、ＪＡ紀北かわ
かみ天野グリーン店跡地に文化財拠点施設を設置します。

　かつらぎ町過疎地域持続的発展計画　第６項「生活環境の整備」第３号「整備計画」
の事業計画表及び、第１１項「地域文化の振興等」第３号「整備計画」の事業計画表
に、以下の事業内容を追加いたします。

第６項第３号整備計画：かつらぎ斎場改修事業
第１１項第３号整備計画：文化財拠点施設整備事業
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和５年第１回定例会３月会議） 建設課　管理係

１．議案名

議案第２０号　町道の認定について（佐野５６号線）

２．背景・経過

　当該道路は、地元住民の生活道路として利用されており、町道認定の要望がありまし

た。東西が町道と接続しており幅員が４メートル以上ある為、町道の認定をします。

３．趣旨・目的

　　かつらぎ町道路線認定の基準等に関する要綱第２条第１項第１号の基準に該当しま
　す。

　　　かつらぎ町道路線認定の基準等に関する要綱
　第２条　町道として認定する道路は、法令その他特別の定めのあるものを除き、公共
　　性が高いと認める路線で、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　　（1） 道路の起点、終点とも国道、県道又は町道のいずれかに接続し、生活圏道路
　　　として重要と認める道路

４．概要

　　別紙「町道認定路線位置図」のとおり、町道の認定を行います。
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町道認定路線位置図

（令和５年第１回定例会３月会議）
【議案第２０号　参考資料】

路線番号 路線名
3656 佐野56号線

【起点】 佐野86番1地先

【終点】佐野82番8地先

N

大門口大橋

国道４８０号

紀の川
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